
難治性がん疼痛治療に関する
医療機関対象質問紙調査

がん患者の療養生活の最終段階における
体系的な苦痛緩和法の構築に関する研究（ 19EA1011 ）

班長 里見絵理子
分担 松本禎久

研究協力者 上原優子 小杉寿文 曽根美雪 中村直樹
水嶋章郎 宮下光令 森田達也 山口拓洋

120



全402施設

1000施設

【対象】

拠点病院

拠点病院以外の病院
内訳

地域がん診療病院 45施設
ランダムに抽出された 955施設
（人口比に基づいて都道府県ごとの施設数を決め、リスト化した8123施設から除外対象を除き抽出）

在宅療養支援診療所 1000施設
（人口比に基づいて都道府県ごとの施設数を決め、リスト化した14822施設から除外対象を除き抽出）

拠点病院以外の病院・在宅療養支援診療所の除外基準

①50床未満の病院
②精神科、小児科、産科を主とする入院診療を行っている病院
③以下の「診療科や診療体系を表す言葉」が病院名称に含まれる病院

脳神経・卒中・てんかん・循環器・血管・心臓・整形外科・手の外科・脊椎・
関節・リウマチ・リハビリ（リハビリテーション）・眼科・健診・検診・
美容・救急・ハート）。

※ただし、除外とする「診療科や診療体系を表す言葉」以外も名称に含まれる病院についてはホームページ等で確認のうえ除外

とするかを個々に決定し、「ハート」については複数の意味を含むため、ホームページ等で確認のうえ除外とするかを個々に決定した。

難治性がん疼痛に関する施設対象全国質問紙調査
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有効回答
数

がん診療連携拠点病院（全施設対象） 199※/402施設
（49.5％）

がん診療連携拠点病院以外の病院（抽出） 198※/1000施設
（19.8％）

在宅療養支援診療所（抽出） 196※/1000施設
（19.6％）

方法 質問紙調査
（施設背景・がん疼痛治療の臨床の実際や連携に関する質問）

実施時期 2021年1～4月 送付～回収
2021年4～5月 集計

※ 各質問領域ごとに回答数が異なるため、

各対象グループの最大回答数

難治性がん疼痛に関する施設対象全国調査
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目次
• がん診療連携拠点病院
• がん診療連携拠点病院以外の病院
• 在宅療養支援診療所
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がん診療連携拠点病院

524



50.8%

10.3%

39.0%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

自施設で実施している

他施設に紹介して利用している

実施（利用）できない／していない

無回答

Ⅰ．自施設において膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック（または内臓神経ブロック）を実施
または他施設に紹介して利用していますか。

9.1%
8.1%

11.1%
17.2%

4.0%
12.1%

14.1%
15.2%

3.0%
4.0%

2.0%

- 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0% 20.0%

０例
１例
２例
３例
４例
５例

６～９例
10～19例
20～29例
30例以上
無回答

ⅰ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院
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21.2%

67.7%

10.1%

2.0%

13.1%

-

-

5.1%

1.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

緩和医療科・緩和ケア科

ペインクリニック科・麻酔科

放射線診断科・ＩＶＲ科

放射線治療科

内科

外科

整形外科

その他

無回答

ⅰ．②実施しているのはどの診療科ですか。下記よりお選びください（複数回答可）。

40.0%

30.0%

20.0%

5.0%

-

5.0%

-

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。
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54.9%

43.1%

2.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ⅱ．膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック（または内臓神経ブロック）について、
実施（利用）の障壁はありますか。

27.1%

35.5%

15.9%

18.7%

2.8%

70.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１）適応を判断できる医療者がいない

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院
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12.1%

15.9%

19.6%

51.4%

0.9%

86.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
２）技術的に実施できる医師がいない／少ない

19.6%

19.6%

18.7%

36.4%

5.6%

74.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
３）技術的に実施できる医師はいるが、勤務状況のために実施できない（他の業務が多忙など）

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院
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27.1%

30.8%

18.7%

20.6%

2.8%

70.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
４）実施（利用）後のフォローアップができない

35.5%

27.1%

9.3%

24.3%

3.7%

60.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
５）実施するための機器、設備、薬品がない／使用できない

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院
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36.4%

28.0%

18.7%

14.0%

2.8%

60.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
６）自施設から紹介できる地域において、実施可能な施設がない

36.4%

28.0%

16.8%

15.9%

2.8%

60.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
７）自施設から紹介できる地域において、実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院
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23.4%

37.4%

19.6%

15.9%

3.7%

72.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
８）他施設または自施設内から、対象となる患者の紹介がない

28.0%

33.6%

20.6%

15.0%

2.8%

69.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
９）合併症が生じた時に対応ができない

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院
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57.9%

20.6%

7.5%

11.2%

2.8%

39.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１０）施設で実施することを承認されない

38.3%

29.9%

15.9%

13.1%

2.8%

58.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１１）関連科の協力が得られない

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院
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46.7%

33.6%

8.4%

8.4%

2.8%

50.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１２）実施するにあたり採算が取れない

42.1%

44.1%

13.8%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック（または内臓神経ブロック）の教育・普及について
１）手技について、実践・トレーニング（研修）ができる

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院
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54.9%

31.8%

13.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック（または内臓神経ブロック）の教育・普及について
２）治療の適応を判断するトレーニングができる（手技の実践は問わない）

28.7%

57.9%

13.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック（または内臓神経ブロック）の教育・普及について
３）施設内のがん診療に関わる医師・看護師に対し、治療についての教育をしている

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院
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15.9%

70.8%

13.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック（または内臓神経ブロック）の教育・普及について
４）地域のがん診療に関わる医師・看護師に対し、治療についての教育をしている

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院
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会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院

44.8%

10.3%

44.8%

-

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

自施設で実施している

他施設に紹介して利用している

実施（利用）できない／していない

無回答

Ⅰ．自施設においてがんによる会陰部や肛門部の痛みに対するくも膜下フェノールブロックを実施
または他施設に紹介して利用していますか。

26.4%
20.7%

12.6%
10.3%

8.0%
6.9%
6.9%

3.4%
2.3%

-
2.3%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

０例
１例
２例
３例
４例
５例

６～９例
10～19例
20～29例
30例以上
無回答

ⅰ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。
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21.8%

81.6%

2.3%

-

-

-

-

2.3%

2.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

緩和医療科・緩和ケア科

ペインクリニック科・麻酔科

放射線診断科・ＩＶＲ科

放射線治療科

内科

外科

整形外科

その他

無回答

ⅰ．②実施しているのはどの診療科ですか。下記よりお選びください（複数回答可）

45.0%

30.0%

15.0%

5.0%

-

-

5.0%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院
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60.3%

36.6%

3.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ⅱ．がんによる会陰部や肛門部の痛みに対するくも膜下フェノールブロックについて、実施（利用）の障
壁はありますか。

32.5%

32.5%

15.4%

16.2%

3.4%

64.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１）適応を判断できる医療者がいない

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院
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17.9%

23.1%

20.5%

37.6%

0.9%

81.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
２）技術的に実施できる医師がいない／少ない

23.9%

17.9%

22.2%

29.9%

6.0%

70.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
３）技術的に実施できる医師はいるが、勤務状況のために実施できない（他の業務が多忙など）

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院
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25.6%

28.2%

27.4%

15.4%

3.4%

70.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
４）実施（利用）後のフォローアップができない

27.4%

23.9%

18.8%

28.2%

1.7%

70.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
５）実施するための機器、設備、薬品がない／使用できない

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院
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41.9%

23.1%

22.2%

9.4%

3.4%

54.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
６）自施設から紹介できる地域において、実施可能な施設がない

38.5%

23.1%

20.5%

16.2%

1.7%

59.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
７）自施設から紹介できる地域において、実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院

2241



26.5%

36.8%

19.7%

13.7%

3.4%

70.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
８）他施設または自施設内から、対象となる患者の紹介がない

30.8%

28.2%

20.5%

17.1%

3.4%

65.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
９）合併症が生じた時に対応ができない

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院

2342



50.4%

22.2%

13.7%

11.1%

2.6%

47.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１０）施設で実施することを承認されない

39.3%

23.9%

17.9%

15.4%

3.4%

57.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１１）関連科の協力が得られない

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院

2443



47.9%

27.4%

12.0%

8.5%

4.3%

47.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１２）実施するにあたり採算が取れない

38.7%

44.8%

16.5%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．会陰部や肛門部の痛みに対するくも膜下フェノールブロックの教育・普及について
１）手技について、実践・トレーニング（研修）ができる

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院

2544



52.1%

31.4%

16.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．会陰部や肛門部の痛みに対するくも膜下フェノールブロックの教育・普及について
２）治療の適応を判断するトレーニングができる（手技の実践は問わない）

22.2%

61.3%

16.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．会陰部や肛門部の痛みに対するくも膜下フェノールブロックの教育・普及について
３）施設内のがん診療に関わる医師・看護師に対し、治療についての教育をしている

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院

2645



12.9%

70.6%

16.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．会陰部や肛門部の痛みに対するくも膜下フェノールブロックの教育・普及について
４）地域のがん診療に関わる医師・看護師に対し、治療についての教育をしている

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院

2746



持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院

56.2%

3.6%

40.2%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

自施設で実施している

他施設に紹介して利用している

実施（利用）できない／していない

無回答

Ⅰ．自施設においてがん疼痛に対する持続的な硬膜外鎮痛法を実施
または他施設に紹介して利用していますか。

11.9%
15.6%

11.9%
19.3%

5.5%
6.4%

10.1%
11.9%

-
5.5%

1.8%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

０例
１例
２例
３例
４例
５例

６～９例
10～19例
20～29例
30例以上
無回答

ⅰ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

2847



22.0%

86.2%

-

-

-

0.9%

-

3.7%

0.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

緩和医療科・緩和ケア科

ペインクリニック科・麻酔科

放射線診断科・ＩＶＲ科

放射線治療科

内科

外科

整形外科

その他

無回答

ⅰ．②実施しているのはどの診療科ですか。下記よりお選びください（複数回答可）

42.9%

14.3%

14.3%

14.3%

-

-

14.3%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院

2948



45.9%

48.5%

5.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ⅱ．がん疼痛に対する持続的な硬膜外鎮痛法について、実施（利用）の障壁はありますか。

31.5%

37.1%

21.3%

7.9%

2.2%

66.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１）適応を判断できる医療者がいない

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院

3049



36.0%

20.2%

22.5%

20.2%

1.1%

62.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
２）技術的に実施できる医師がいない／少ない

19.1%

19.1%

23.6%

37.1%

1.1%

79.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
３）技術的に実施できる医師はいるが、勤務状況のために実施できない（他の業務が多忙など）

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院

3150



24.7%

28.1%

24.7%

20.2%

2.2%

73.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
４）実施（利用）後のフォローアップができない

57.3%

27.0%

5.6%

7.9%

2.2%

40.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
５）実施するための機器、設備、薬品がない／使用できない

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院

3251



42.7%

30.3%

16.9%

7.9%

2.2%

55.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
６）自施設から紹介できる地域において、実施可能な施設がない

38.2%

32.6%

15.7%

12.4%

1.1%

60.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
７）自施設から紹介できる地域において、実施可能な施設についての情報が得られず利用できない

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院

3352



25.8%

37.1%

24.7%

10.1%

2.2%

71.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
８）他施設または自施設内から、対象となる患者の紹介がない

39.3%

27.0%

15.7%

15.7%

2.2%

58.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
９）合併症が生じた時に対応ができない

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院

3453



62.9%

19.1%

7.9%

7.9%

2.2%

34.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１０）施設で実施することを承認されない

33.7%

28.1%

20.2%

15.7%

2.2%

64.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１１）関連科の協力が得られない

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院

3554



42.7%

29.2%

12.4%

13.5%

2.2%

55.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１２）実施するにあたり採算が取れない

24.7%

21.3%

28.1%

23.6%

2.2%

73.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１３）実施（利用）後に、自施設から紹介できる地域に、紹介できる施設がない

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院

3655



57.2%

28.4%

14.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．がん疼痛に対する持続的な硬膜外鎮痛法の教育・普及について
１）手技について、実践・トレーニング（研修）ができる

60.3%

25.3%

14.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．がん疼痛に対する持続的な硬膜外鎮痛法の教育・普及について
２）治療の適応を判断するトレーニングができる（手技の実践は問わない）

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院

3756



27.8%

57.7%

14.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．がん疼痛に対する持続的な硬膜外鎮痛法の教育・普及について
３）施設内のがん診療に関わる医師・看護師に対し、治療についての教育をしている

14.9%

70.6%

14.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．がん疼痛に対する持続的な硬膜外鎮痛法の教育・普及について
４）地域のがん診療に関わる医師・看護師に対し、治療についての教育をしている

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院

3857



31.4%

6.2%

62.4%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自施設で実施している

他施設に紹介して利用している

実施（利用）できない／していない

無回答

Ⅰ．自施設においてがん疼痛に対するくも膜下鎮痛法を実施
または他施設に紹介して利用していますか。

31.1%
26.2%

11.5%
6.6%

3.3%
3.3%

8.2%
4.9%

1.6%
-

3.3%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

０例
１例
２例
３例
４例
５例

６～９例
10～19例
20～29例
30例以上
無回答

ⅰ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院

3958



21.3%

72.1%

1.6%

1.6%

-

3.3%

-

3.3%

6.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

緩和医療科・緩和ケア科

ペインクリニック科・麻酔科

放射線診断科・ＩＶＲ科

放射線治療科

内科

外科

整形外科

その他

無回答

ⅰ．②実施しているのはどの診療科ですか。下記よりお選びください（複数回答可）

50.0%

25.0%

8.3%

8.3%

8.3%

-

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院

4059



67.5%

30.4%

2.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ⅱ．がん疼痛に対するくも膜下鎮痛法について、実施（利用）の障壁はありますか。該当する番号に〇を
つけてください。

30.5%

26.0%

26.7%

12.2%

4.6%

64.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１）適応を判断できる医療者がいない

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院

4160



16.0%

24.4%

26.0%

32.1%

1.5%

82.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
２）技術的に実施できる医師がいない／少ない

21.4%

19.1%

26.0%

28.2%

5.3%

73.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
３）技術的に実施できる医師はいるが、勤務状況のために実施できない（他の業務が多忙など）

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院

4261



18.3%

26.0%

24.4%

28.2%

3.1%

78.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
４）実施（利用）後のフォローアップができない

35.9%

22.9%

15.3%

22.9%

3.1%

61.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
５）実施するための機器、設備、薬品がない／使用できない

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院

4362



31.3%

26.7%

21.4%

16.8%

3.8%

64.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
６）自施設から紹介できる地域において、実施可能な施設がない

34.4%

22.1%

22.1%

17.6%

3.8%

61.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
７）自施設から紹介できる地域において、実施可能な施設についての情報が得られず利用できない

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院

4463



22.9%

35.1%

22.9%

16.0%

3.1%

74.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
８）他施設または自施設内から、対象となる患者の紹介がない

22.1%

32.1%

19.8%

22.9%

3.1%

74.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
９）合併症が生じた時に対応ができない

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院

4564



48.1%

26.7%

13.0%

9.2%

3.1%

48.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１０）施設で実施することを承認されない

39.7%

27.5%

13.7%

15.3%

3.8%

56.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１１）関連科の協力が得られない

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院

4665



39.7%

35.9%

10.7%

9.9%

3.8%

56.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１２）実施するにあたり採算が取れない

22.1%

23.7%

26.0%

24.4%

3.8%

74.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１３）実施（利用）後に、自施設から紹介できる地域に、紹介できる施設がない

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院

4766



31.4%

47.9%

20.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．がん疼痛に対するくも膜下鎮痛法の教育・普及について
１）手技について、実践・トレーニング（研修）ができる

42.8%

36.6%

20.6%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．がん疼痛に対するくも膜下鎮痛法の教育・普及について
２）治療の適応を判断するトレーニングができる（手技の実践は問わない）

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院

4867



21.1%

58.2%

20.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．がん疼痛に対するくも膜下鎮痛法の教育・普及について
３）施設内のがん診療に関わる医師・看護師に対し、治療についての教育をしている

13.4%

66.0%

20.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．がん疼痛に対するくも膜下鎮痛法の教育・普及についてお尋ねします。
４）地域のがん診療に関わる医師・看護師に対し、治療についての教育をしている

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院

4968



27.5%

36.3%

14.8%

6.6%

3.8%

2.7%

6.6%

1.6%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

50例未満

50～99例

100～149例

150～199例

200～249例

250～299例

300例以上

無回答

Ⅰ．ⅰ．１年間の症例数（のべ人数）

87.4%

12.6%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅰ．ⅱ．単回照射を実施している

緩和的放射線治療 がん診療連携拠点病院

5069



74.7%

18.1%

3.8%

1.6%

1.6%

23.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅱ．鎮痛を目的とした放射線治療について、施設として当てはまると思うもの１つに〇をつけて下さい
１）放射線治療医は職務に専念できない

33.5%

35.2%

17.0%

12.6%

1.6%

64.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅱ．鎮痛を目的とした放射線治療について、施設として当てはまると思うもの１つに〇をつけて下さい
２）放射線治療関連のスタッフは充足していない

緩和的放射線治療 がん診療連携拠点病院

5170



30.8%

37.9%

22.0%

7.7%

1.6%

67.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅱ．鎮痛を目的とした放射線治療について、施設として当てはまると思うもの１つに〇をつけて下さい
３）実施後のフォローアップができない

61.0%

24.7%

8.8%

3.8%

1.6%

37.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅱ．鎮痛を目的とした放射線治療について、施設として当てはまると思うもの１つに〇をつけて下さい
４）他施設または自施設内から、適応となる患者の紹介がない

緩和的放射線治療 がん診療連携拠点病院

5271



67.6%

20.9%

6.0%

3.8%

1.6%

30.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅱ．鎮痛を目的とした放射線治療について、施設として当てはまると思うもの１つに〇をつけて下さい
５）放射線治療に際し緩和ケアのスタッフとの連携が取れていない

58.8%

29.1%

8.8%

1.6%

1.6%

39.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅱ．鎮痛を目的とした放射線治療について、施設として当てはまると思うもの１つに〇をつけて下さい
６）合併症が生じた時に対応ができない

緩和的放射線治療 がん診療連携拠点病院

5372



56.6%

26.9%

11.0%

3.8%

1.6%

41.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅱ．鎮痛を目的とした放射線治療について、施設として当てはまると思うもの１つに〇をつけて下さい
７）実施するにあたり採算が取れない

83.0%

14.3%

2.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅲ．鎮痛を目的とした放射線治療の教育・普及について
１）放射線治療の実践・トレーニング（研修）ができる

緩和的放射線治療 がん診療連携拠点病院

5473



85.2%

12.1%

2.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅲ．鎮痛を目的とした放射線治療の教育・普及について
２）放射線治療を行う適応判断のトレーニングができる（手技の実践は問わない）

70.9%

26.4%

2.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅲ．鎮痛を目的とした放射線治療の教育・普及について
３）施設内のがん診療に関わる医師・看護師に対し、放射線治療についての教育をしている

緩和的放射線治療 がん診療連携拠点病院

5574



42.3%

54.9%

2.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅲ．鎮痛を目的とした放射線治療の教育・普及について
４）地域のがん診療に関わる医師・看護師に対し、放射線治療についての教育をしている

58.8%

38.5%

2.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

はい

いいえ

無回答

グⅢ．鎮痛を目的とした放射線治療の教育・普及について
５）放射線治療の研修の受け入れをしている

緩和的放射線治療 がん診療連携拠点病院

5675



31.2%

3.8%

65.1%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自施設で実施している

他施設に紹介して利用している

実施（利用）できない／していない

無回答

Ⅰ．自施設において骨転移の痛みに対する経皮的椎体形成術・骨形成術を実施
または他施設に紹介して利用していますか。

10.3%
24.1%

8.6%
19.0%

1.7%
8.6%

6.9%
13.8%

3.4%
3.4%

-

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

０例
１例
２例
３例
４例
５例

６～９例
10～19例
20～29例
30例以上
無回答

ⅰ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

椎体形成術 がん診療連携拠点病院

5776



1.7%

-

19.0%

-

-

-

79.3%

-

1.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

緩和医療科・緩和ケア科

ペインクリニック科・麻酔科

放射線診断科・ＩＶＲ科

放射線治療科

内科

外科

整形外科

その他

無回答

②実施しているのはどの診療科ですか。下記よりお選びください（複数回答可）

42.9%

28.6%

-

14.3%

-

14.3%

-

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

ⅱ．①３年間の症例数（のべ※をご回答ください。

椎体形成術 がん診療連携拠点病院

5877



41.4%

53.8%

4.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ⅱ．骨転移の痛みに対する経皮的椎体形成術・骨形成術について、実施（利用）の障壁はありますか。

24.7%

28.6%

16.9%

27.3%

2.6%

72.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１）適応を判断できる医療者がいない

椎体形成術 がん診療連携拠点病院

5978



18.2%

15.6%

15.6%

46.8%

3.9%

77.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
２）技術的に実施できる医師がいない／少ない

32.5%

14.3%

20.8%

20.8%

11.7%

55.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
３）技術的に実施できる医師はいるが、勤務状況のために実施できない（他の業務が多忙など）

椎体形成術 がん診療連携拠点病院

6079



39.0%

23.4%

11.7%

19.5%

6.5%

54.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
４）実施（利用）後のフォローアップができない

37.7%

16.9%

7.8%

32.5%

5.2%

57.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
５）実施するための機器、設備、薬品がない／使用できない

椎体形成術 がん診療連携拠点病院

6180



33.8%

22.1%

13.0%

26.0%

5.2%

61.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
６）自施設から紹介できる地域において、実施可能な施設がない

39.0%

16.9%

15.6%

24.7%

3.9%

57.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
７）自施設から紹介できる地域において、実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

椎体形成術 がん診療連携拠点病院

6281



28.6%

26.0%

20.8%

22.1%

2.6%

68.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
８）他施設または自施設内から、対象となる患者の紹介がない

29.9%

22.1%

22.1%

22.1%

3.9%

66.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
９）合併症が生じた時に対応ができない

椎体形成術 がん診療連携拠点病院

6382



48.1%

22.1%

14.3%

13.0%

2.6%

49.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１０）施設で実施することを承認されない

39.0%

31.2%

9.1%

16.9%

3.9%

57.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１１）関連科の協力が得られない

椎体形成術 がん診療連携拠点病院

6483



39.0%

31.2%

9.1%

16.9%

3.9%

57.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１１）関連科の協力が得られない

53.2%

28.6%

5.2%

9.1%

3.9%

42.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１２）実施するにあたり採算が取れない

椎体形成術 がん診療連携拠点病院

6584



37.6%

43.0%

19.4%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．骨転移の痛みに対する経皮的椎体形成術・骨形成術の教育・普及について
１）手技について、実践・トレーニング（研修）ができる

46.2%

32.8%

21.0%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．骨転移の痛みに対する経皮的椎体形成術・骨形成術の教育・普及について
２）治療の適応を判断するトレーニングができる（手技の実践は問わない）

椎体形成術 がん診療連携拠点病院

6685



17.7%

61.3%

21.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．骨転移の痛みに対する経皮的椎体形成術・骨形成術の教育・普及について
３）施設内のがん診療に関わる医師・看護師に対し、治療についての教育をしている

8.6%

70.4%

21.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．骨転移の痛みに対する経皮的椎体形成術・骨形成術の教育・普及について
４）地域のがん診療に関わる医師・看護師に対し、治療についての教育をしている

椎体形成術 がん診療連携拠点病院

6786



14.8%

-

85.2%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

自施設で実施している

他施設に紹介して利用している

実施（利用）できない／していない

無回答

Ⅰ．自施設において骨転移の痛みに対する経皮的動脈塞栓術を実施
または他施設に紹介して利用していますか。

10.7%
32.1%

21.4%
14.3%

-
7.1%

3.6%
3.6%
3.6%
3.6%

-

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

０例
１例
２例
３例
４例
５例

６～９例
10～19例
20～29例
30例以上
無回答

ⅰ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院

6887



3.6%

-

96.4%

-

3.6%

-

-

-

-

- 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

緩和医療科・緩和ケア科

ペインクリニック科・麻酔科

放射線診断科・ＩＶＲ科

放射線治療科

内科

外科

整形外科

その他

無回答

②実施しているのはどの診療科ですか。下記よりお選びください（複数回答可）。

- 0.1% 0.2% 0.3% 0.4% 0.5% 0.6% 0.7% 0.8% 0.9% 1.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院

6988



55.6%

40.7%

3.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ⅱ．骨転移の痛みに対する経皮的動脈塞栓術について、実施（利用）の障壁はありますか。

17.1%

19.0%

23.8%

38.1%

1.9%

81.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１）適応を判断できる医療者がいない

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院

7089



27.6%

17.1%

14.3%

38.1%

2.9%

69.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
２）技術的に実施できる医師がいない／少ない

35.2%

13.3%

20.0%

24.8%

6.7%

58.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
３）技術的に実施できる医師はいるが、勤務状況のために実施できない（他の業務が多忙など）

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院

7190



28.6%

28.6%

16.2%

21.9%

4.8%

66.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
４）実施（利用）後のフォローアップができない

47.6%

15.2%

11.4%

21.0%

4.8%

47.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
５）実施するための機器、設備、薬品がない／使用できない

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院

7291



30.5%

18.1%

23.8%

21.9%

5.7%

63.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
６）自施設から紹介できる地域において、実施可能な施設がない

25.7%

19.0%

16.2%

33.3%

5.7%

68.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
７）自施設から紹介できる地域において、実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院

7392



14.3%

19.0%

23.8%

39.0%

3.8%

81.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
８）他施設または自施設内から、対象となる患者の紹介がない

20.0%

32.4%

23.8%

20.0%

3.8%

76.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
９）合併症が生じた時に対応ができない

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院

7493



29.5%

29.5%

18.1%

17.1%

5.7%

64.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

グラフタイトルⅢ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてく
ださい。
１０）施設で実施することを承認されない

21.9%

33.3%

18.1%

21.0%

5.7%

72.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１１）関連科の協力が得られない

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院

7594



29.5%

30.5%

18.1%

16.2%

5.7%

64.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．実施（利用）の障壁について、施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１２）実施するにあたり採算が取れない

32.8%

40.7%

26.5%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．骨転移の痛みに対する経皮的動脈塞栓術の教育・普及について
１）手技について、実践・トレーニング（研修）ができる

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院

7695



31.2%

42.3%

26.5%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．骨転移の痛みに対する経皮的動脈塞栓術の教育・普及についてお尋ねします。
２）治療の適応を判断するトレーニングができる（手技の実践は問わない）

8.5%

65.1%

26.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．骨転移の痛みに対する経皮的動脈塞栓術の教育・普及について
３）施設内のがん診療に関わる医師・看護師に対し、治療についての教育をしている

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院

7796



4.8%

68.8%

26.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．骨転移の痛みに対する経皮的動脈塞栓術の教育・普及について
４）地域のがん診療に関わる医師・看護師に対し、治療についての教育をしている

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院

7897



59.9%

40.1%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自施設で処方している

自施設で処方できない／していない

無回答

Ⅰ．自施設においてがん疼痛に対するメサドンの内服治療を実施
または他施設に紹介して利用していますか。

4.2%
13.6%

5.1%
12.7%

3.4%
12.7%
12.7%

15.3%
7.6%

11.9%
0.8%

- 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0%

０例
１例
２例
３例
４例
５例

６～９例
10～19例
20～29例
30例以上
無回答

Ⅰ．ⅰ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

メサドン薬物療法 がん診療連携拠点病院

7998



76.3%

23.7%

-

-

11.0%

3.4%

-

7.6%

2.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

緩和医療科・緩和ケア科

ペインクリニック科・麻酔科

放射線診断科・ＩＶＲ科

放射線治療科

内科

外科

整形外科

その他

無回答

Ⅰ．ⅰ．②実施しているのはどの診療科ですか。下記よりお選びください（複数回答可）

59.9%

36.5%

3.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ⅱ．がん疼痛に対するメサドンの内服治療について、処方の障壁はありますか。

メサドン薬物療法 がん診療連携拠点病院

8099



29.7%

40.7%

20.3%

6.8%

2.5%

67.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．処方の障壁について、自施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１）適応を判断できる医療者がいない

21.2%

29.7%

20.3%

28.8%

-

78.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．処方の障壁について、自施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
２）処方できる医師がいない／少ない

メサドン薬物療法 がん診療連携拠点病院

81100



56.8%

16.9%

12.7%

7.6%

5.9%

37.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．処方の障壁について、自施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
３）処方できる医師はいるが、勤務状況のために処方できない（他の業務が多忙など）

37.3%

30.5%

14.4%

13.6%

4.2%

58.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．処方の障壁について、自施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
４）処方（利用）後のフォローアップができない

メサドン薬物療法 がん診療連携拠点病院

82101



47.5%

11.9%

7.6%

30.5%

2.5%

50.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．処方の障壁について、自施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
５）メサドンが自施設で採用されない

15.3%

26.3%

22.9%

30.5%

5.1%

79.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．処方の障壁について、自施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
６）自施設から紹介できる地域において、処方可能な施設がない

メサドン薬物療法 がん診療連携拠点病院

83102



26.3%

24.6%

22.9%

22.0%

4.2%

69.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．処方の障壁について、自施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
７）自施設から紹介できる地域において、処方可能な施設についての情報が得られず利用ができない

38.1%

33.9%

15.3%

9.3%

3.4%

58.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．処方の障壁について、自施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
８）他施設または自施設内から、対象となる患者の紹介がない

メサドン薬物療法 がん診療連携拠点病院

84103



39.8%

39.0%

11.0%

6.8%

3.4%

56.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．処方の障壁について、自施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
９）合併症が生じた時に対応ができない

64.4%

23.7%

2.5%

5.1%

4.2%

31.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．処方の障壁について、自施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１０）処方するにあたり採算が取れない

メサドン薬物療法 がん診療連携拠点病院

85104



13.6%

22.0%

31.4%

29.7%

3.4%

83.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．処方の障壁について、自施設として当てはまると思うもの１つに◯をつけてください。
１１）処方（利用）後に、自施設から紹介できる地域に、紹介できる施設がない

53.3%

27.9%

18.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．がん疼痛に対するメサドンの内服治療の教育・普及について
１）メサドンの処方について、実践・トレーニング（研修）ができる

メサドン薬物療法 がん診療連携拠点病院

86105



57.4%

23.9%

18.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．がん疼痛に対するメサドンの内服治療の教育・普及について
２）メサドンの適応判断のトレーニングができる（処方の実践を問わない）

37.6%

43.7%

18.8%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．がん疼痛に対するメサドンの内服治療の教育・普及について
３）施設内のがん診療に関わる医師・看護師に対し、メサドンについての教育をしている

メサドン薬物療法 がん診療連携拠点病院

87106



18.3%

62.9%

18.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

はい

いいえ

無回答

Ⅳ．がん疼痛に対するメサドンの内服治療の教育・普及について
４）地域のがん診療に関わる医師・看護師に対し、メサドンについての教育をしている

メサドン薬物療法 がん診療連携拠点病院

88107



25.1%

63.3%

42.7%

41.7%

0.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

大学病院

臨床研修指定病院

都道府県がん診療連携拠点病院

その他

無回答

問２．医療機関の種類（複数回答可）

1.0%

11.6%

33.7%

32.7%

13.1%

7.0%

1.0%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

200床未満

200～399床

400～599床

600～799床

800～999床

1000床以上

無回答

問２．医療機関の種類（複数回答可）

施設情報 がん診療連携拠点病院

89108



33.2%

65.8%

1.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

ある

ない

無回答

問４．１）緩和ケア病棟の有無

30.2%

66.3%

3.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

ある

ない

無回答

問４．２）放射線治療科の病床の有無

施設情報 がん診療連携拠点病院

90109



12.6%

38.2%

22.6%

9.0%

3.5%

10.6%

3.5%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

1000人未満

1000～1999人

2000～2999人

3000～3999人

4000～4999人

5000人以上

無回答

問５．年間の新規がん患者数

10.1%

39.2%

23.6%

14.1%

5.0%

5.0%

3.0%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

100人未満

100～199人

200～299人

300～399人

400～499人

500人以上

無回答

問６．年間の院内死亡がん患者数

施設情報 がん診療連携拠点病院

91110



20.1%

35.2%

21.6%

10.6%

5.5%

5.5%

1.5%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

100人未満

100～199人

200～299人

300～399人

400～499人

500人以上

無回答

問７．緩和ケアチームによる年間の新規診療症例数

61.8%

25.1%

5.0%

1.5%

1.0%

-

5.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問８．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
緩和医療専門医

施設情報 がん診療連携拠点病院

92111



42.7%

40.7%

8.5%

2.5%

-

-

5.5%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問８．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
緩和医療認定医

39.2%

27.1%

10.1%

5.5%

5.0%

7.5%

5.5%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問８．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
ペインクリニック専門医

施設情報 がん診療連携拠点病院

93112



0.5%

4.0%

9.5%

9.0%

8.5%

9.5%

8.5%

7.0%

5.5%

4.5%

14.1%

3.5%

10.1%

3.0%

2.5%

- 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人

６人

７人

８人

９人

10～14人

15～19人

20～29人

30人以上

無回答

問８．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
麻酔科専門医

施設情報 がん診療連携拠点病院

94113



5.5%

40.7%

23.1%

8.5%

7.5%

10.6%

4.0%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問８．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
放射線治療専門医（常勤）

56.8%

15.6%

9.5%

3.0%

1.0%

2.0%

12.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問８．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
放射線治療専門医（非常勤）

施設情報 がん診療連携拠点病院

95114



30.2%

23.6%

14.1%

8.0%

6.0%

11.6%

6.5%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問８．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
ＩＶＲ専門医

施設情報 がん診療連携拠点病院

96115



5.0%

3.5%

5.5%

5.5%

8.5%

7.5%

9.0%

9.0%

5.5%

6.0%

13.6%

8.5%

7.0%

1.5%

4.0%

- 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人

６人

７人

８人

９人

10～14人

15～19人

20～29人

30人以上

無回答

問８．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
循環器内科専門医

施設情報 がん診療連携拠点病院

97116



29.6%

33.2%

18.1%

6.0%

2.5%

6.5%

4.0%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問８．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
がん看護専門看護師

1.0%

15.6%

36.2%

22.6%

12.6%

11.1%

1.0%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問８．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
緩和ケア認定看護師およびがん性疼痛看護認定看護師

施設情報 がん診療連携拠点病院

98117



36.7%

49.7%

8.0%

0.5%

0.5%

0.5%

4.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問８．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
がん放射線療法看護認定看護師

施設情報 がん診療連携拠点病院

99118



がん診療連携拠点病院以外の
病院

100119



5.6%

5.6%

88.8%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

自施設で実施している

他施設に紹介して利用している

実施・利用できない／していない

無回答

Ⅰ．自施設において膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック（または内臓神経ブロック）を実施
または他施設に紹介して利用していますか。

30.0%
20.0%

40.0%
10.0%

-
-
-
-
-
-
-

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

０例
１例
２例
３例
４例
５例

６～９例
10～19例
20～29例
30例以上
無回答

ⅰ．３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院以外の病院

101120



50.0%

10.0%

10.0%

10.0%

-

-

20.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

23.8%

70.2%

6.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ⅱ．膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック（または内臓神経ブロック）について、
他施設に紹介して利用するにあたっての障壁はありますか。

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院以外の病院

102121



12.5%

32.5%

12.5%

32.5%

10.0%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

32.5%

15.0%

12.5%

12.5%

27.5%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
２）適応を判断できる医療者はいるが、勤務状況のために利用できない（他の業務が多忙など）

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院以外の病院

103122



32.5%

17.5%

17.5%

20.0%

12.5%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
３）利用後のフォローアップができない

20.0%

20.0%

20.0%

27.5%

12.5%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
４）自施設から紹介できる地域に実施可能な施設がない

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院以外の病院

104123



22.5%

12.5%

20.0%

37.5%

7.5%

70.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
５）自施設から紹介できる地域の実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

15.0%

25.0%

17.5%

32.5%

10.0%

75.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
６）治療の適応についての相談ができる窓口が分からない

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院以外の病院

105124



17.5%

10.0%

22.5%

40.0%

10.0%

72.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
７）紹介先の医師と繋がりがない（顔が見えない）

20.0%

17.5%

20.0%

30.0%

12.5%

67.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
８）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない

膵がんによる痛み：腹腔神経叢ブロック がん診療連携拠点病院以外の病院

106125



6.2%

2.2%

91.6%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

自施設で実施している

他施設に紹介して利用している

実施・利用できない／していない

無回答

Ⅰ．自施設においてがんによる会陰部や肛門部の痛みに対するくも膜下フェノールブロックを実施、
または他施設に紹介して利用していますか。

36.4%
18.2%

36.4%
9.1%

-
-
-
-
-
-
-

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

０例
１例
２例
３例
４例
５例

６～９例
10～19例
20～29例
30例以上
無回答

ⅰ．３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院以外の病院

107126



-

25.0%

-

25.0%

-

25.0%

25.0%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

26.9%

69.5%

3.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ⅱ．がんによる会陰部や肛門部の痛みに対するくも膜下フェノールブロックについて、
他施設に紹介して利用するにあたっての障壁はありますか。

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院以外の病院

108127



15.6%

11.1%

15.6%

44.4%

13.3%

71.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

24.4%

8.9%

15.6%

20.0%

31.1%

44.4%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
２）適応を判断できる医療者はいるが、勤務状況のために利用できない（他の業務が多忙など）

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院以外の病院

109128



17.8%

13.3%

24.4%

28.9%

15.6%

66.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
３）利用後のフォローアップができない

13.3%

24.4%

15.6%

28.9%

17.8%

68.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
４）自施設から紹介できる地域に実施可能な施設がない

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院以外の病院

110129



8.9%

15.6%

13.3%

48.9%

13.3%

77.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
５）自施設から紹介できる地域の実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

8.9%

24.4%

13.3%

35.6%

17.8%

73.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
６）治療の適応についての相談ができる窓口が分からない

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院以外の病院

111130



11.1%

11.1%

20.0%

40.0%

17.8%

71.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
７）紹介先の医師と繋がりがない（顔が見えない）

8.9%

15.6%

15.6%

42.2%

17.8%

73.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
８）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない

会陰部・肛門の痛み：クモ膜下フェノールブロック がん診療連携拠点病院以外の病院

112131



20.9%

2.8%

76.3%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

自施設で実施している

他施設に紹介して利用している

実施・利用できない／していない

無回答

Ⅰ．自施設においてがん疼痛に対する持続的な硬膜外鎮痛法を実施、
または他施設に紹介して利用していますか。

13.5%
40.5%

18.9%
8.1%

-
5.4%

-
8.1%

-
-

5.4%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

０例
１例
２例
３例
４例
５例

６～９例
10～19例
20～29例
30例以上
無回答

ⅰ．３年間の症例数（のべ※）をご回答ください。

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院以外の病院

113132



60.0%

20.0%

20.0%

-

-

-

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

ⅱ．①３年間の症例数（のべ※）をご回答ください。

25.0%

72.1%

2.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ⅱ．がん疼痛に対する持続的な硬膜外鎮痛法について、
他施設に紹介して利用するにあたっての障壁はありますか。

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院以外の病院

114133



8.6%

22.9%

14.3%

40.0%

14.3%

77.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

25.7%

17.1%

11.4%

11.4%

34.3%

40.0%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
２）適応を判断できる医療者はいるが、勤務状況のために利用できない（他の業務が多忙など）

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院以外の病院

115134



20.0%

20.0%

11.4%

34.3%

14.3%

65.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
３）利用後のフォローアップができない

17.1%

28.6%

17.1%

17.1%

20.0%

62.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
４）自施設から紹介できる地域に実施可能な施設がない

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院以外の病院

116135



14.3%

25.7%

20.0%

28.6%

11.4%

74.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
５）自施設から紹介できる地域の実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

11.4%

22.9%

20.0%

28.6%

17.1%

71.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
６）治療の適応についての相談ができる窓口が分からない

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院以外の病院

117136



11.4%

17.1%

25.7%

28.6%

17.1%

71.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
７）紹介先の医師と繋がりがない（顔が見えない）

11.4%

22.9%

11.4%

37.1%

17.1%

71.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
８）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない

持続的な硬膜外鎮痛法 がん診療連携拠点病院以外の病院

118137



5.1%

0.6%

94.4%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

自施設で実施している

他施設に紹介して利用している

実施・利用できない／していない

無回答

Ⅰ．自施設においてがん疼痛に対するくも膜外鎮痛法を実施、
または他施設に紹介して利用していますか。

11.1%
77.8%

-
-
-
-
-
-
-
-

11.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

０例
１例
２例
３例
４例
５例

６～９例
10～19例
20～29例
30例以上
無回答

ⅰ．３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院以外の病院

119138



100.0%

-

-

-

-

-

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

27.8%

67.5%

4.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ⅱ．がん疼痛に対するくも膜下鎮痛法について、他施設に紹介して利用するにあたっての障壁はあります
か。

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院以外の病院

120139



8.5%

19.1%

19.1%

46.8%

6.4%

85.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

25.5%

8.5%

14.9%

17.0%

34.0%

40.4%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
２）適応を判断できる医療者はいるが、勤務状況のために利用できない（他の業務が多忙など）

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院以外の病院

121140



14.9%

19.1%

14.9%

40.4%

10.6%

74.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
３）利用後のフォローアップができない

8.5%

29.8%

19.1%

25.5%

17.0%

74.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
４）自施設から紹介できる地域に実施可能な施設がない

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院以外の病院

122141



6.4%

23.4%

19.1%

42.6%

8.5%

85.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
５）自施設から紹介できる地域の実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

10.6%

25.5%

17.0%

36.2%

10.6%

78.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
６）治療の適応についての相談ができる窓口が分からない

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院以外の病院

123142



12.8%

17.0%

21.3%

34.0%

14.9%

72.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
７）紹介先の医師と繋がりがない（顔が見えない）

12.8%

17.0%

19.1%

38.3%

12.8%

74.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
８）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない

くも膜下鎮痛法 がん診療連携拠点病院以外の病院

124143



16.0%

29.1%

54.9%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

自施設で実施している

他施設に紹介して利用している

実施・利用できない／していない

無回答

Ⅰ．自施設において鎮痛を目的とした放射線治療を実施、
または他施設に紹介して利用していますか。

21.4%

32.1%

21.4%

10.7%

14.3%

-

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

50例未満

50～99例

100～149例

150～199例

200例以上

無回答

ⅰ．３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

緩和的放射線治療 がん診療連携拠点病院以外の病院

125144



3.9%

15.7%

13.7%

23.5%

3.9%

33.3%

5.9%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

12.9%

79.6%

7.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ⅱ．鎮痛を目的とした放射線治療について、他施設に紹介して利用するにあたっての障壁はありますか。

緩和的放射線治療 がん診療連携拠点病院以外の病院

126145



26.3%

15.8%

10.5%

36.8%

10.5%

63.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

31.6%

15.8%

5.3%

10.5%

36.8%

31.6%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
２）適応を判断できる医療者はいるが、勤務状況のために利用できない（他の業務が多忙など）

緩和的放射線治療 がん診療連携拠点病院の病院

127146



26.3%

15.8%

21.1%

26.3%

10.5%

63.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
３）利用後のフォローアップができない

36.8%

15.8%

5.3%

21.1%

21.1%

42.1%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
４）自施設から紹介できる地域に実施可能な施設がない

緩和的放射線治療 がん診療連携拠点病院以外の病院

128147



15.8%

26.3%

15.8%

26.3%

15.8%

68.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
５）自施設から紹介できる地域の実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

15.8%

21.1%

26.3%

21.1%

15.8%

68.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
６）治療の適応についての相談ができる窓口が分からない

緩和的放射線治療 がん診療連携拠点病院以外の病院

129148



15.8%

15.8%

15.8%

36.8%

15.8%

68.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
７）紹介先の医師と繋がりがない（顔が見えない）

21.1%

21.1%

10.5%

31.6%

15.8%

63.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
８）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない

緩和的放射線治療 がん診療連携拠点病院以外の病院

130149



4.6%

5.2%

90.2%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

自施設で実施している

他施設に紹介して利用している

実施・利用できない／していない

無回答

Ⅰ．自施設において骨転移の痛みに対する経皮的椎体形成術・骨形成術を実施、
または他施設に紹介して利用していますか。

25.0%
12.5%

25.0%
25.0%

-
-
-
-
-
-

12.5%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

０例
１例
２例
３例
４例
５例

６～９例
10～19例
20～29例
30例以上
無回答

ⅰ．３年間の症例数（のべ※）をご回答ください。

椎体形成術 がん診療連携拠点病院以外の病院

131150



11.1%

55.6%

11.1%

11.1%

-

11.1%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

ⅱ．①３年間の症例数（のべ※）をご回答ください。

25.3%

68.1%

6.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ⅱ．骨転移の痛みに対する経皮的椎体形成術・骨形成術について、
他施設に紹介して利用するにあたっての障壁はありますか。v

椎体形成術 がん診療連携拠点病院以外の病院

132151



2.4%

23.8%

21.4%

47.6%

4.8%

92.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

14.3%

19.0%

7.1%

28.6%

31.0%

54.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
２）適応を判断できる医療者はいるが、勤務状況のために利用できない（他の業務が多忙など）

椎体形成術 がん診療連携拠点病院以外の病院

133152



11.9%

21.4%

19.0%

31.0%

16.7%

71.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
３）利用後のフォローアップができない

11.9%

21.4%

9.5%

33.3%

23.8%

64.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
４）自施設から紹介できる地域に実施可能な施設がない

椎体形成術 がん診療連携拠点病院以外の病院

134153



14.3%

14.3%

11.9%

47.6%

11.9%

73.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
５）自施設から紹介できる地域の実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

7.1%

23.8%

7.1%

47.6%

14.3%

78.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
６）治療の適応についての相談ができる窓口が分からない

椎体形成術 がん診療連携拠点病院以外の病院

135154



11.9%

19.0%

14.3%

40.5%

14.3%

73.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
７）紹介先の医師と繋がりがない（顔が見えない）

9.5%

19.0%

14.3%

42.9%

14.3%

76.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
８）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない

椎体形成術 がん診療連携拠点病院以外の病院

136155



0.6%

1.7%

97.7%

-

- 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

自施設で実施している

他施設に紹介して利用している

実施・利用できない／していない

無回答

Ⅰ．自施設において骨転移の痛みに対する経皮的動脈塞栓術を実施、
または他施設に紹介して利用していますか。

-
100.0%

-
-
-
-
-
-
-
-
-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

０例
１例
２例
３例
４例
５例

６～９例
10～19例
20～29例
30例以上
無回答

ⅰ．３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院以外の病院

137156



33.3%

66.7%

-

-

-

-

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

32.6%

60.6%

6.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ⅱ．骨転移の痛みに対する経皮的動脈塞栓術について、
他施設に紹介して利用するにあたっての障壁はありますか。

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院以外の病院

138157



1.8%

7.0%

22.8%

63.2%

5.3%

93.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問…

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

12.3%

8.8%

17.5%

26.3%

35.1%

52.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問…

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
２）適応を判断できる医療者はいるが、勤務状況のために利用できない（他の業務が多忙など）

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院以外の病院

139158



15.8%

10.5%

22.8%

36.8%

14.0%

70.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問…

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
３）利用後のフォローアップができない

7.0%

22.8%

17.5%

33.3%

19.3%

73.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問…

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
４）自施設から紹介できる地域に実施可能な施設がない

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院以外の病院

140159



1.8%

12.3%

24.6%

50.9%

10.5%

87.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問…

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
５）自施設から紹介できる地域の実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

3.5%

10.5%

26.3%

47.4%

12.3%

84.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問…

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
６）治療の適応についての相談ができる窓口が分からない

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院以外の病院

141160



7.0%

15.8%

19.3%

45.6%

12.3%

80.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問…

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
７）紹介先の医師と繋がりがない（顔が見えない）

3.5%

14.0%

24.6%

45.6%

12.3%

84.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

まったく問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問…

無回答

問題がある（計）

Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
８）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない

骨転移動脈塞栓術 がん診療連携拠点病院以外の病院

142161



12.9%

87.1%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

自施設で処方している

自施設で処方できない／していない

無回答

Ⅰ．自施設においてがん疼痛に対するメサドンの内服治療を実施していますか。

13.0%
21.7%
21.7%

8.7%
4.3%
4.3%

17.4%
4.3%
4.3%

-
-

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

０例
１例
２例
３例
４例
５例

６～９例
10～19例
20～29例
30例以上
無回答

ⅰ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

メサドン薬物療法 がん診療連携拠点病院以外の病院

143162



65.2%

4.3%

-

-

30.4%

21.7%

-

8.7%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

緩和医療科・緩和ケア科

ペインクリニック科・麻酔科

放射線診断科・ＩＶＲ科

放射線治療科

内科

外科

整形外科

その他

無回答

ⅰ．②実施しているのはどの診療科ですか（複数回答可）

23.9%

19.4%

8.4%

23.2%

25.2%

51.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅱ．処方の障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

メサドン薬物療法 がん診療連携拠点病院以外の病院

144163



21.9%

17.4%

9.0%

25.8%

25.8%

52.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅱ．処方の障壁について
２）処方できる医師がいない／少ない

32.9%

11.6%

5.8%

16.1%

33.5%

33.5%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅱ．処方の障壁について
３）処方できる医師はいるが、勤務状況のために処方できない（他の業務が多忙など）

メサドン薬物療法 がん診療連携拠点病院以外の病院

145164



23.9%

14.2%

9.0%

36.1%

16.8%

59.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅱ．処方の障壁について
４）メサドンが自施設で採用されない

27.1%

14.8%

7.7%

23.2%

27.1%

45.8%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅱ．処方の障壁について
５）他施設から、対象となる患者の紹介がない

メサドン薬物療法 がん診療連携拠点病院以外の病院

146165



20.0%

24.5%

8.4%

20.0%

27.1%

52.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅱ．処方の障壁について
６）合併症が生じた時に対応ができない

19.4%

20.0%

11.6%

23.2%

25.8%

54.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ⅱ．処方の障壁について
７）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない

メサドン薬物療法 がん診療連携拠点病院以外の病院

147166



1.5%

24.7%

9.6%

25.3%

49.0%

1.5%

111.6

- 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

大学病院

臨床研修指定病院

地域がん診療病院

在宅療養支援病院

その他

無回答

回答計

問２．医療機関の種類（複数回答可）

施設情報 がん診療連携拠点病院以外の病院

148167



12.1%

86.4%

1.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

ある

ない

無回答

問４．緩和ケア病棟の有無

1.5%
33.3%

16.7%
13.6%

7.6%
7.1%

5.1%
4.5%

9.6%
1.0%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

50床未満
50～99床

100～149床
150～199床
200～249床
250～299床
300～349床
350～399床

400床以上
無回答

問３．総病床数

施設情報 がん診療連携拠点病院以外の病院

149168



14.6%

10.1%

9.1%

10.6%

3.0%

2.5%

7.1%

15.2%

8.1%

9.6%

5.1%

5.1%

- 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0%

０人

１～９人

10～19人

20～29人

30～39人

40～49人

50～99人

100～249人

250～499人

500～999人

1000人以上

無回答

問５．年間の新規がん患者数

施設情報 がん診療連携拠点病院以外の病院

150169



11.1%

13.6%

16.7%

9.1%

6.6%

4.5%

10.1%

6.6%

11.1%

5.6%

1.0%

4.0%

- 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0%

０人

１～９人

10～19人

20～29人

30～39人

40～49人

50～74人

75～99人

100～199人

200～299人

300人以上

無回答

問６．年間の院内死亡がん患者数

施設情報 がん診療連携拠点病院以外の病院

151170



80.8%

4.0%

-

-

-

-

15.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問７．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
緩和医療専門医

73.7%

7.6%

1.5%

0.5%

0.5%

1.0%

15.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問７．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
緩和医療認定医

施設情報 がん診療連携拠点病院以外の病院

152171



73.7%

8.6%

1.5%

-

-

-

16.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問７．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
ペインクリニック専門医

49.0%

22.7%

7.6%

5.6%

1.5%

4.0%

9.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問７．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
麻酔科専門医

施設情報 がん診療連携拠点病院以外の病院

153172



71.2%

11.6%

1.0%

1.0%

-

-

15.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問７．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
放射線治療専門医

73.2%

7.6%

1.5%

0.5%

-

-

17.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問７．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
ＩＶＲ専門医

施設情報 がん診療連携拠点病院以外の病院

154173



44.9%

16.7%

10.6%

8.1%

2.0%

7.1%

10.6%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問７．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
循環器内科専門医

59.1%

17.2%

9.1%

4.0%

-

0.5%

10.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問７．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
緩和ケア認定看護師またはがん性疼痛看護認定看護師

施設情報 がん診療連携拠点病院以外の病院

155174



74.2%

9.1%

1.5%

-

-

-

15.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問７．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
がん看護専門看護師

施設情報 がん診療連携拠点病院以外の病院

156175



在宅療養支援診療所

157176



26.0%

54.6%

6.6%

38.8%

0.5%

0.5%

1.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

機能強化型在宅療養支援診療所

在宅療養支援診療所

有床診療所

無床診療所

臨床研修指定病院

その他

無回答

問２．医療機関の種類（複数回答可）

施設情報 在宅療養支援診療所

158177



10.2%

6.1%

5.1%

10.7%

3.6%

11.2%

6.6%

13.3%

9.7%

6.1%

2.0%

5.1%

10.2%

- 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人

６～９人

10～19人

20～29人

30～39人

40～49人

50人以上

無回答

問３．年間の新規がん患者数

施設情報 在宅療養支援診療所

159178



31.1%

12.2%

10.2%

8.2%

3.1%

6.1%

6.1%

11.2%

2.6%

1.0%

0.5%

3.6%

4.1%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人

６～９人

10～19人

20～29人

30～39人

40～49人

50人以上

無回答

問４．がん患者の年間在宅看取り数

施設情報 在宅療養支援診療所

160179



80.1%

0.5%

-

-

-

-

19.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問５．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
緩和医療専門医

77.6%

6.1%

0.5%

-

-

-

15.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問５．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
緩和医療認定医

施設情報 在宅療養支援診療所

161180



76.0%

6.1%

0.5%

-

-

-

17.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問５．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
在宅医療専門医

80.1%

1.0%

-

-

-

-

18.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問５．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
ペインクリニック専門医

施設情報 在宅療養支援診療所

162181



80.6%

0.5%

-

-

-

-

18.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問５．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
認定看護師（緩和ケア、がん性疼痛看護）

80.1%

1.0%

-

-

-

-

18.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

問５．あなたの勤務する医療機関の下記の専門職員の人数
がん看護専門看護師

施設情報 在宅療養支援診療所

163182



13.3%

80.6%

6.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

他施設に紹介して利用している

他施設に紹介して利用できない

無回答

Ａ．膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック（または内臓神経ブロック）について
Ⅰ．自施設において膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック（または内臓神経ブロック）を

行うために他施設に紹介して利用していますか。

57.7%

19.2%

7.7%

-

-

3.8%

11.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

Ａ．Ⅰ．ⅱ．①３年間の症例数をご回答ください。

膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック 在宅療養支援診療所

164183



32.7%

54.1%

13.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ａ．Ⅱ．膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック（または内臓神経ブロック）について、
他施設に紹介して利用するにあたっての障壁はありますか。

7.8%

25.0%

7.8%

45.3%

14.1%

78.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ａ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック 在宅療養支援診療所

165184



20.3%

17.2%

9.4%

21.9%

31.3%

48.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ａ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
２）適応を判断できる医療者はいるが、勤務状況のために利用できない（他の業務が多忙など）

14.1%

20.3%

10.9%

39.1%

15.6%

70.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ａ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
３）利用後のフォローアップができない

膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック 在宅療養支援診療所

166185



6.3%

18.8%

15.6%

35.9%

23.4%

70.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ａ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
４）自施設から紹介できる地域に実施可能な施設がない

4.7%

10.9%

17.2%

53.1%

14.1%

81.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ａ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
５）自施設から紹介できる地域の実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック 在宅療養支援診療所

167186



4.7%

12.5%

29.7%

39.1%

14.1%

81.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ａ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
６）治療の適応についての相談ができる窓口が分からない

10.9%

10.9%

18.8%

45.3%

14.1%

75.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ａ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
７）紹介先の医師と繋がりがない（顔が見えない）

膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック 在宅療養支援診療所

168187



10.9%

10.9%

18.8%

46.9%

12.5%

76.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ａ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
８）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない

膵がんによる痛みに対する腹腔神経叢ブロック 在宅療養支援診療所

169188



11.2%

79.6%

9.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

他施設に紹介して利用している

他施設に紹介して利用できない

無回答

Ｂ．がんによる会陰部や肛門部の痛みに対するくも膜下フェノールブロックについて
Ⅰ．自施設においてがんによる会陰部や肛門部の痛みに対するくも膜下フェノールブロックを

行うために他施設に紹介して利用していますか。

72.7%

27.3%

-

-

-

-

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

Ｂ．Ⅰ．ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

会陰部や肛門部の痛み：くも膜下フェノールブロック 在宅療養支援診療所

170189



34.7%

52.0%

13.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ｂ．Ⅱ．がんによる会陰部や肛門部の痛みに対するくも膜下フェノールブロックについて、
他施設に紹介して利用するにあたっての障壁はありますか。

4.4%

16.2%

16.2%

48.5%

14.7%

80.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｂ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

会陰部や肛門部の痛み：くも膜下フェノールブロック 在宅療養支援診療所

171190



17.6%

11.8%

13.2%

22.1%

35.3%

47.1%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｂ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
２）適応を判断できる医療者はいるが、勤務状況のために利用できない（他の業務が多忙など）

11.8%

11.8%

16.2%

36.8%

23.5%

64.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｂ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
３）利用後のフォローアップができない

会陰部や肛門部の痛み：くも膜下フェノールブロック 在宅療養支援診療所

172191



7.4%

8.8%

17.6%

38.2%

27.9%

64.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｂ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
４）自施設から紹介できる地域に実施可能な施設がない

5.9%

5.9%

14.7%

55.9%

17.6%

76.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｂ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
５）自施設から紹介できる地域の実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

会陰部や肛門部の痛み：くも膜下フェノールブロック 在宅療養支援診療所

173192



1.5%

10.3%

22.1%

47.1%

19.1%

79.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｂ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
６）治療の適応についての相談ができる窓口が分からない

7.4%

11.8%

16.2%

45.6%

19.1%

73.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｂ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
７）紹介先の医師と繋がりがない（顔が見えない）

会陰部や肛門部の痛み：くも膜下フェノールブロック 在宅療養支援診療所

174193



5.9%

13.2%

16.2%

50.0%

14.7%

79.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｂ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
８）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない

会陰部や肛門部の痛み：くも膜下フェノールブロック 在宅療養支援診療所

175194



2.0%

11.7%

78.6%

7.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

自施設で実施している

他施設に紹介して利用している

実施（利用）できない／していない

無回答

Ｃ．がん疼痛に対する持続的な硬膜外鎮痛法について
（周術期に使用するための硬膜外鎮痛法は除きます）

Ⅰ．自施設においてがん疼痛に対する持続的な硬膜外鎮痛法を実施
または他施設に紹介して利用していますか。

75.0%

-

-

-

-

25.0%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

Ｃ．Ⅰ．ⅰ．３年間の症例数（のべ）をご回答ください。（自施設実施）

持続的な硬膜外鎮痛法 在宅療養支援診療所

176195



60.9%

21.7%

13.0%

-

-

4.3%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

Ｃ．Ⅰ．ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。（他施設紹介）

32.8%

60.5%

6.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ｃ．Ⅱ．がん疼痛に対する持続的な硬膜外鎮痛法について、
他施設に紹介して利用するにあたっての障壁はありますか。

持続的な硬膜外鎮痛法 在宅療養支援診療所

177196



6.9%

20.7%

15.5%

41.4%

15.5%

77.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｃ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

19.0%

15.5%

10.3%

22.4%

32.8%

48.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｃ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
２）適応を判断できる医療者はいるが、勤務状況のために利用できない（他の業務が多忙など）

持続的な硬膜外鎮痛法 在宅療養支援診療所

178197



10.3%

15.5%

13.8%

39.7%

20.7%

69.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

グラフタイトＣ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
３）利用後のフォローアップができない

8.6%

13.8%

19.0%

32.8%

25.9%

65.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｃ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
４）自施設から紹介できる地域に実施可能な施設がない

持続的な硬膜外鎮痛法 在宅療養支援診療所

179198



6.9%

8.6%

17.2%

51.7%

15.5%

77.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｃ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
５）自施設から紹介できる地域の実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

3.4%

13.8%

20.7%

44.8%

17.2%

79.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｃ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
６）治療の適応についての相談ができる窓口が分からない

持続的な硬膜外鎮痛法 在宅療養支援診療所

180199



8.6%

13.8%

19.0%

41.4%

17.2%

74.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｃ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
７）紹介先の医師と繋がりがない（顔が見えない）

8.6%

15.5%

17.2%

44.8%

13.8%

77.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｃ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
８）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない

持続的な硬膜外鎮痛法 在宅療養支援診療所

181200



9.2%

84.7%

6.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

他施設に紹介して利用している

他施設に紹介して利用できない

無回答

Ｄ．がん疼痛に対するくも膜下鎮痛法について（周術期に使用するためのくも膜下鎮痛法は除く）
Ⅰ．自施設において、がん疼痛に対するくも膜下鎮痛法を行うために

他施設に紹介して利用していますか。

83.3%

11.1%

-

5.6%

-

-

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

Ｄ．Ⅰ．ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

くも膜下鎮痛法 在宅療養支援診療所

182201



34.7%

54.1%

11.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ｄ．Ⅱ．がん疼痛に対するくも膜下鎮痛法について、
他施設に紹介して利用するにあたっての障壁はありますか。

4.4%

11.8%

11.8%

54.4%

17.6%

77.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｄ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

くも膜下鎮痛法 在宅療養支援診療所

183202



17.6%

10.3%

7.4%

26.5%

38.2%

44.1%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｄ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
２）適応を判断できる医療者はいるが、勤務状況のために利用できない（他の業務が多忙など）

8.8%

13.2%

11.8%

42.6%

23.5%

67.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｄ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
３）利用後のフォローアップができない

くも膜下鎮痛法 在宅療養支援診療所

184203



5.9%

10.3%

17.6%

35.3%

30.9%

63.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｄ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
４）自施設から紹介できる地域に実施可能な施設がない

5.9%

7.4%

11.8%

52.9%

22.1%

72.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｄ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
５）自施設から紹介できる地域の実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

くも膜下鎮痛法 在宅療養支援診療所

185204



2.9%

8.8%

20.6%

45.6%

22.1%

75.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｄ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
６）治療の適応についての相談ができる窓口が分からない

10.3%

8.8%

17.6%

41.2%

22.1%

67.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｄ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
７）紹介先の医師と繋がりがない（顔が見えない）

くも膜下鎮痛法 在宅療養支援診療所

186205



5.9%

10.3%

17.6%

48.5%

17.6%

76.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｄ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
８）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない

くも膜下鎮痛法 在宅療養支援診療所

187206



28.6%

63.8%

7.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

他施設に紹介して利用している

他施設に紹介して利用できない

無回答

Ｅ．鎮痛を目的とした放射線治療について
Ⅰ．自施設において、鎮痛を目的とした放射線治療を行うために

他施設に紹介して利用していますか。

37.5%

17.9%

14.3%

12.5%

1.8%

14.3%

1.8%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

Ｅ．Ⅰ．ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

緩和的放射線治療 在宅療養支援診療所

188207



21.9%

62.8%

15.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ｅ．Ⅱ．鎮痛を目的とした放射線治療について、
他施設に紹介して利用するにあたっての障壁はありますか。

4.7%

14.0%

16.3%

51.2%

14.0%

81.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｅ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

緩和的放射線治療 在宅療養支援診療所

189208



18.6%

9.3%

7.0%

27.9%

37.2%

44.2%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｅ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
２）適応を判断できる医療者はいるが、勤務状況のために利用できない（他の業務が多忙など）

11.6%

14.0%

11.6%

46.5%

16.3%

72.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｅ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
３）利用後のフォローアップができない

緩和的放射線治療 在宅療養支援診療所

190209



18.6%

11.6%

14.0%

32.6%

23.3%

58.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｅ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
４）自施設から紹介できる地域に実施可能な施設がない

9.3%

16.3%

14.0%

41.9%

18.6%

72.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｅ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
５）自施設から紹介できる地域の実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

緩和的放射線治療 在宅療養支援診療所

191210



4.7%

11.6%

23.3%

41.9%

18.6%

76.7%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｅ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
６）治療の適応についての相談ができる窓口が分からない

9.3%

9.3%

16.3%

46.5%

18.6%

72.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｅ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
７）紹介先の医師と繋がりがない（顔が見えない）

緩和的放射線治療 在宅療養支援診療所

192211



4.7%

9.3%

20.9%

51.2%

14.0%

81.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｅ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
８）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない

緩和的放射線治療 在宅療養支援診療所

193212



10.2%

83.7%

6.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

他施設に紹介して利用している

他施設に紹介して利用できない

無回答

Ｆ．骨転移の痛みに対する経皮的椎体形成術・骨形成術について
Ⅰ．自施設において、骨転移の痛みに対する経皮的椎体形成術・骨形成術を行うために

他施設に紹介して利用していますか。

80.0%

15.0%

-

-

-

5.0%

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

Ｆ．Ⅰ．ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

骨転移経皮的椎体形成術 在宅療養支援診療所

194213



32.7%

54.1%

13.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ｆ．Ⅱ．骨転移の痛みに対する経皮的椎体形成術・骨形成術について、
他施設に紹介して利用するにあたっての障壁はありますか。

3.1%

6.3%

15.6%

62.5%

12.5%

84.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｆ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

骨転移経皮的椎体形成術 在宅療養支援診療所

195214



18.8%

6.3%

14.1%

23.4%

37.5%

43.8%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｆ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
２）適応を判断できる医療者はいるが、勤務状況のために利用できない（他の業務が多忙など）

9.4%

9.4%

21.9%

37.5%

21.9%

68.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｆ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
３）利用後のフォローアップができない

骨転移経皮的椎体形成術 在宅療養支援診療所

196215



7.8%

6.3%

17.2%

39.1%

29.7%

62.5%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｆ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
４）自施設から紹介できる地域に実施可能な施設がない

4.7%

1.6%

18.8%

56.3%

18.8%

76.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｆ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
５）自施設から紹介できる地域の実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

骨転移経皮的椎体形成術 在宅療養支援診療所

197216



3.1%

3.1%

21.9%

51.6%

20.3%

76.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｆ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
６）治療の適応についての相談ができる窓口が分からない

9.4%

7.8%

15.6%

45.3%

21.9%

68.8%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｆ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
７）紹介先の医師と繋がりがない（顔が見えない）

骨転移経皮的椎体形成術 在宅療養支援診療所

198217



4.7%

7.8%

18.8%

54.7%

14.1%

81.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｆ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
８）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない

骨転移経皮的椎体形成術 在宅療養支援診療所

199218



8.2%

85.7%

6.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

他施設に紹介して利用している

他施設に紹介して利用できない

無回答

Ｇ．骨転移の痛みに対する経皮的動脈塞栓術について
Ⅰ．自施設において、骨転移の痛みに対する経皮的動脈塞栓術を行うために

他施設に紹介して利用していますか。

100.0%

-

-

-

-

-

-

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

Ｇ．Ⅰ．ⅱ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

骨転移経皮的動脈塞栓術 在宅療養支援診療所

200219



36.7%

52.0%

11.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

障壁がある

障壁はない

無回答

Ｇ．Ⅱ．骨転移の痛みに対する経皮的動脈塞栓術について、他施設に紹介して利用するにあたっての障
壁はありますか。

1.4%

9.7%

15.3%

63.9%

9.7%

88.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｇ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

骨転移経皮的動脈塞栓術 在宅療養支援診療所

201220



18.1%

8.3%

16.7%

22.2%

34.7%

47.2%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｇ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
２）適応を判断できる医療者はいるが、勤務状況のために利用できない（他の業務が多忙など）

9.7%

9.7%

20.8%

41.7%

18.1%

72.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｇ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
３）利用後のフォローアップができない

骨転移経皮的動脈塞栓術 在宅療養支援診療所

202221



9.7%

9.7%

16.7%

38.9%

25.0%

65.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｇ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
４）自施設から紹介できる地域に実施可能な施設がない

4.2%

5.6%

13.9%

59.7%

16.7%

79.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｇ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
５）自施設から紹介できる地域の実施可能な施設についての情報が得られず利用ができない

骨転移経皮的動脈塞栓術 在宅療養支援診療所

203222



2.8%

5.6%

19.4%

55.6%

16.7%

80.6%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｇ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
６）治療の適応についての相談ができる窓口が分からない

8.3%

8.3%

15.3%

48.6%

19.4%

72.2%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｇ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
７）紹介先の医師と繋がりがない（顔が見えない

骨転移経皮的動脈塞栓術 在宅療養支援診療所

204223



4.2%

9.7%

18.1%

55.6%

12.5%

83.3%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｇ．Ⅲ．他施設に紹介して利用するにあたっての障壁について
８）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない

骨転移経皮的動脈塞栓術 在宅療養支援診療所

205224



7.7%

86.2%

6.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

自施設で処方している

自施設で処方できない／していない

無回答

Ｈ．難治性のがん疼痛に対するメサドンの内服治療について
Ⅰ．自施設においてがん疼痛に対するメサドンの内服治療を実施していますか

13.3%

33.3%

20.0%

-

13.3%

20.0%

-

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

０例

１例

２例

３例

４例

５例以上

無回答

Ｈ．Ⅰ．ⅰ．①３年間の症例数（のべ）をご回答ください。

メサドンの内服治療 在宅療養支援診療所

206225



15.4%

17.8%

11.8%

28.4%

26.6%

58.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｈ．Ⅱ．処方の障壁について
１）適応を判断できる医療者がいない

19.5%

13.0%

11.2%

24.9%

31.4%

49.1%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｈ．Ⅱ．処方の障壁について
２）処方できる医師がいない／少ない

メサドンの内服治療 在宅療養支援診療所

207226



28.4%

10.7%

7.7%

15.4%

37.9%

33.7%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｈ．Ⅱ．処方の障壁について
３）処方できる医師はいるが、勤務状況のために処方できない（他の業務が多忙など）

27.2%

13.6%

8.9%

20.7%

29.6%

43.2%

- 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｈ．Ⅱ．処方の障壁について
４）メサドンが自施設で採用されない

メサドンの内服治療 在宅療養支援診療所

208227



17.8%

12.4%

10.1%

32.5%

27.2%

55.0%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｈ．Ⅱ．処方の障壁について
５）他施設から、対象となる患者の紹介がない

9.5%

13.6%

18.3%

28.4%

30.2%

60.4%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｈ．Ⅱ．処方の障壁について
６）合併症が生じた時に対応ができない

メサドンの内服治療 在宅療養支援診療所
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11.8%

13.6%

18.9%

28.4%

27.2%

60.9%

- 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

全く問題ではない

少し問題である

中等度の問題がある

大きな問題がある

無回答

問題がある（計）

Ｈ．Ⅱ．処方の障壁について
７）治療の適応を判断するための勉強をする機会がない
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